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望ましい事故原因観の形成とその事故抑止効果:仮説
-交通事故防止への心理学的アプロー チ-









































































































































































表 1 平成15年中の自動車等 (原付以上)運転者の違反別交通事故件数 (第1当事者)
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4-2 望ましい事故原因観の形成 :研修 ･教育の意義
運転者が一時停止すべき交差点で一時停止する (という行動を行う)ようになり､また


































































































































図 9 事故原因認知内容の変化 :｢違反内容項目番
号｣脇の寸前中後｣は､実験群の3回の調査と
､対照群の 2回の調査時点を示す｡●-●は実験





















































































































2位 酒酔い運転 ,1.24 安全不確認 1.57
3位 信号無視 1.23 動静不注視 1.03
4,位 安全不確認 0.52 スピード超過 0.60
5位 0.48 信号無視 0.33
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2位 居眠り 1.02 信号無視 1.13
3位 安全不確認 0.99 ス ピード超過 1.05
4位 信号無視 0.63 安全不確認 0.77
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